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A2G80 ペプチド修飾リポソームの全身投与による筋組織移行性の評価
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【目的】筋ジストロフィー疾患治療に向けた薬物・核酸デリバリーシステムの開

発は、重要課題と考えられる。そこで本研究では、筋組織への効率的なデリバリー

システムの開発を目指し、筋細胞に高発現しているジストログリカンに対する高

親和性ラミニンα2 鎖由来ペプチド（A2G80）に着目した。今回の検討では、本ペ

プチドを修飾したリポソームの調製と全身循環を介した筋組織移行性を評価した。 
【方法】DPPC もしくは DSPC/Cholesterol/DSPE-PEG2000 の脂質比を 55 : 39 : 3

として、マイクロ流体技術を利用した NanoAssemblrTM 装置にてリポソームを調

製した。ポストインサーション法にて DSPE-PEG2000-A2G80 をリポソームに修飾

し、本リポソームの筋細胞との相互作用性及び筋組織移行性を指標に評価した。 
【結果・考察】DPPC、DSPC のどちらの脂質を用いた場合においても、約 70 nm

のサイズを有したリポソームを得た。さらに A2G80 リポソームの粒子径は約 80 
nm 程度になることが分かった。細胞導入実験においても、未修飾リポソームと比

べ、A2G80 修飾リポソームでは高い相互作用性が示された。筋ジストロフィーモ

デルマウスである mdx を用いて本リポソームの筋組織移行性を検討したところ、

DPPC を用いた A2G80 修飾リポソームにおいて高い筋組織移行性が認められた。

以上より A2G80 修飾リポソームは筋細胞膜に対して高い親和性を有することで筋

組織移行性が高まることが示唆された。 
今後は更に移行性向上のために異なる分子量の PEG を修飾したリポソームなど

の開発を進めていく予定である。 


